
11.むつ小川原開発関連海域温排水等影響調査

A 生物調査

I 調査目的

むつ小川原開発計画により大力発電所の設置に先立ち六ケ所村前面海域における魚類の分布団遊な

どを調査し，排水による影響調査の資料を得る。

E 調査内容

1. 調査期間……阻和 51年 7月， 10月

2. 調査海域…...六ケ所村前面海域(第1図)

3. 調査船…・・試験船青鵬丸(19.94トン， 170馬力)

払寝中川武光外 4名

4 担当者・…・・調査部長斉藤重男

船長中川武光

5. 調査項目…・・・(1) 海洋観測

(2) 底棲生物分布状況

(3) 発育段階別分布状況

(4) 生態調査

国調査の結果と今後の課題

1. 調査結果

(1)水温… 7月の表，底層水温は 15.2 ---1 8.5 oC， 1 3.1 ---1 3.5 oC， 1 0月は 17.0 ---1 7.6 oC ， 

17.2 ---17.5 oCで 7月の表面は 3.30Cの差が認められたが，底j曽は 0.4oC， 10月は，表面，底

層ともに大差はなかった。

(2) 塩分… 7月の表，底層では， 33.245 ---3 3.9 3 5 o/oo， 34.008 ---34.0740/仰で，底層は

高かん水である。

(3) 水深… 36-70IDであった。

(4) 底質…すべて砂であった。

(5) 透明度… 7月は 6___7m ，10月は 9---11mである。

2. 底棲生物分布状況

(1)漁獲魚種(第 1表)… 7月はホシザメ外 24種， 10月はホシザメ外 13種でカレイ科が多い。

(2) 魚種別漁獲量… 7月は 10.4トンで，アブラツノザメ， 1 0月は 2トンで，ネズミコチが多く，

他はみるべきものはなかった。

(3) 月別，海区別，魚種別，漁獲量(第 2図)

1海区… 7月はチダイ外 11種 (48KV)でカレイ類， 1 0月はホシザメ外 8種(7. 3 K~ )で，

カレイ類が主体をなしていたが，資源は薄かった。
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2海区… 7月はホシザメ外 12種(3 9.3 K~ )でカレイ類が主体， 1 0月はマトウダイ外 4種

( 4. 7 K~ )で資源の分布はみるべきものはなかった。

3海区… 7月はホシザメ外 11種(29.3 K" )でカレイ類が主体， 1 0月はネズミコチ外 6種

( 1 5.3 K" )で，カレイ類が主体であるが資源は薄い。

4海区… 7月はカガ{ダイ外 13種類(5 2.5 K" )でカレイ類， 1 0月はイシナギ外 9種(

16.9 K~ )で，マコガレイが主体であるが，資源は薄い。

5海区… 7月はホシザメ外 12種(74.2 K" )でカレイ類の漁獲が若干みられた。 10月はホ

シザメ外8種( 23.5K~) で，ネズミコチ主体である。

6海区… 7月は乙れまでの海区と異なり大量のアブラツノザメ(7.5トン)外 6種， 1 0月は

カナガシラ外 7種(62.3 K" )であったが，アブラツノザメの漁獲はみられなかった。

7海区… 7月は 6海区同様大量のアブラツノザメ(2.6トン)外 6種で， 1 0月はホシザメ外

1 2種(3 0.5 K" )でカナガシラ主体，アブラツノザメの漁獲はみられなかった。

以上を総合して魚種別，月日11， 1曳網当り漁獲量，並びに月別，海区局11，漁獲順位をみるとつぎ

のとおりである。

7月…アブラツノザメ，ソウハチ，ムシガレイ，パパガレイ，マコガレイ，アンコウ，ホシザメ，

アイナメ，カナガシラ。

10月…ネズミコチ，カナガシラ，ヤリイカ，マコガレイ，ムシガレイ，ホシザメ，ヒラメ，メイタ

ガレイ，アイナメ，マトウダイ。

7月… 6. 7 ， 5 ， 4 ， 1 ， 2 ， 3各海区

10月一 6， 7 ， 5 ， 4 ， 3 ， 1 ， 2各海区

3. 発育段階別分布状況

(1 ) ソウハチ… 1'"'-7海区に分布し，全長は 7'"'-25仰，モード 10'"'-20cmで最大の個体は 4，

5， 6海区l乙出現し，海区差がみられる。

(2) ミギカ。レイ・・ 1，3， 4海区lζ分布し，全長は 12'"'-2Scm，モード 16cmで，海区差はみら

れなかった。

(3) ムシガ、レイ…全海区に分布し，全長は 10'"'-32cmで，海区差がみられ，最大の個体は4海区，

1海区i乙出現している。

(4) マコガレイ…全海区に分布し，全長は 20'"'-36cm，モードは 29，30C閣で魚体差はない。

最大の個体はし 2海区に出現している。

(5) マガレイ… 2'"'-4，6'"'-7海尻に分布し，全長は 14'"'-25棚，モード 19，23cmで魚体lζ

大きな差はない。

(6) パパカ。レイ… 1'"'-5海区に分布し，全長は 11'"'-30cm，モードは 19'"'-22cmで，最大の個

体は 5海区にみられた。

(7) ヒラメ・ー 2，4'"'-7海区比分布し，標本は僅か9尾で詳細は不明であるが，全長は 28'"'-4 3cm 

で海区差がみられる。

4. 生態調査

( 1) 全長と体重

A. ソウハチ…全長は 15.5'"'-26目.ocmで，平均では盟主(23.7cm) ，雄(22.2棚)で体重ともに
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雌が大きい。

B. ミギガレイ…全長は 13.8......20.7COlで，平均では雌 (1 7 CIIt ) ，雄(1 5 c盟)で体重ともに

雌が大きい。

c.パパカeレイ…全ι長は 18.0"""27.1C11lで，平均では雌 (22.1冊)で体重ともに雌が大きい。

D. ムシガレイ…全長は 12.2 ...... 33.0COlで，平均では雌 (23.5c楓 ) ，雄(21.4COl)で，体重とも

に雌が大きい。

E. マコガレイ…全長は 21.4...... 36.0COlで，平均では峰 (28.5COl)で，体重ともに雌が大きい。

(2) 食性

A.ソウハチ…甲殻類を多く補食している。

B. パパガレイ…多毛類ついで甲殻類を補食。

c.ムシガレイ…甲殻類を多く補食している。

D. ミギガレイ…多毛類を多く補食している。

E. マコガレイ…コ'カイを多く補食している。

F. ヒ ラ メ…魚類のみを補食している。

(3) 成熟度

A. ソウハチ… 7月(5海区)で半熟個体が多い。

B. ~ギガレイ… 7 月( 3， 4， 5海区)で半，成，完熟個体がみられた。(夏~秋，産卵)

2. 今後の課題

(1)魚族の分布団遊，生態は季節により異なると思われるので、周年調査の必要がある。

(2) 底ぴき網調査不可能な月は，定置網，刺網，地曳網等の調査を実施すべきと恩われる。
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第 1表出現魚種

ホシザメ科Oホシザメ I Mustelus manzo 

ツノザメ科アブラツノザメ ISqualus acanthias 

アカエイ科アカエイ I Dasyatis akajei 

イワシ科マイワシ I Sardinops melanostecta 

スズキ存わイシナギ I Stereolepis ischinagi 

タ イ 科Oチダイ I Evynn i s japon ica 

マトウダイ科Oマトウダイ I Zeus japonicus 

カガミダイ属 I Zenops i s 

ホ ウボウ科Oカナガシラ I Lepidotrigle microptera 

アイナメ恥アイナメ I Hexagrammos otahleit 

ネズッポ雇むネズミコチ I Callionymus lunatus 

ニシキギンポ科 Pho 1 i s 

ヒ フ メ 科Oヒラメ Paral icht Iys 01 ivaceus 

BLEEKER 

TANAKA 

MULLER et HENLE 

TE.I¥仏lINCKet SCHLEGEL 

HILGENOORF 

TANAKA 

CUVIER et VALENCIENNE 

GILL 

GUNTHER 

J ORDAN et S TARKS 

TE1ゐHNCKet SCELEGEL 

TEMMINCKet SCHLEGEL 

カ レイ 科ソウハチ Cleisthencs pinetorumhcrensteini SCf品lICT

11 0ムシガレイ

11 Oメイタガレイ

11 ミギ、ガレイ

11 Oマガ、レイ

11 Oマコガレイ

11 パパガレイ

Eopseita grigoriewi 

Pleuronichus cowtus 

Dexistes rikuzenius 

Limanda herzensteini 

Limada yokohamae 

Mi cros tomus achne 

カワハギド10ウマズラハギ INavodon modestus 

マフグ科マフ グ I Sphaeroides porph¥巧rrsus

アン コウ科アンコウ I Lophiomus Setigerus 

ジンドウイカ科Oヤリイカ

コ ウイカ科コウイカ

その他ウニO

Lol igo bleekeri Keferstein 

Sepia esculenta 

注.0印は 10月出現魚種(7月出現魚種を含む)
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JORDAN et STARKS 
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第 1表守調査結集要望

[:J 

月 表戸 1~;-1 1 5.3 I 15.9 I 1 7:0---I--i-~.0 I 1 8.0 I 18.5 アイナメ1.1I 0.5 I 1.7 I I 2.3 
十水 | 一「一一一一一~-~--f ー 一司
七 混中戸 1 3.9 I 13.7 I 13.6 13.9 1 3.8 1 L1.3 I 14.1 マ ゴ 1.0 I I 0.5 I 0.1 

日海 底 FI 1 3.2 I 13.5 I 13.1 I 1 3.1 I 1 3.2 I 13.3 I 1 3.5 ニシキ品件。科 2.7 I 0.6 I I 1.2 

塩
中戸 963 I 962 I 985 I 970 I 981 I 962 I 958 ソウハチ 0.8 I 6.3 I 3.7 I 3.7 I 24.3 I 21.3 I 10.0 I 70.1 I 10心

透明度(湖 7 16  7 16  1 6  6 18  メイタガレイ 0.2 I I I I I 02 I 0.03 
ー 一一一 一一て卜一一一←一一 一一一←一一一一一一

況水 色 2 I 2.5 3.5 3.5 4 I 4 3 ミギガレイ 2 5.0 I 3.0 I 5 5 I I I 3 3.5 I 4.8 

潮流向 S S SSE I SE I SE I E I NE  マガレイ 1.1 I I 0.5 I 2.5 I I I 4.1 I 0.6 I 
潮流速 マコガレイ 2.7 I 4.7 I 0.9 I 0.9 I 7.2 I 2.8 I 1.5 I 20.7 I 3.0 

担ー 曳網長 1，000 1.000 1，000 1，000 1.000 1，000 1，000 パパガレイ 5.3 1.8 2.5 16.5 9.3 0.3 35.7 5.1 0.3 

当

者
投網開始時 05.20 06.50 08.20 09.4 8 11.25 12.50 16.44 ウマズラハギ 0.1 0.1 0.2 0.03 

トー

漁、 投網終了時 05.30 07.00 08.30 09.58 11.34 13.00 16.5 4 フ ゲ 0.2 0.2 0.03 

4 斉
網 待 時 間 2 10 10 5 10 17 2 アンコウ 4.5 9.5 4.7 2.6 21.3 3.0 

藤
曳網万向 SE S SSE SSE SE E E k の 他

ト一一一一一

法 曳網時間 10 15 10 12 11 10 12 コウイカ 0.5 0.7 1.0 1.5 3.7 0.5 
ト一一一 一一一一ト一一一

部 揚網開始時 05.4 2 07.25 08.50 10.15 11.55 13.27 17.08 ウ 一 0.5 0.2 0.4 1.1 0.2 
ト

揚網終了時 06.15 07.55 09.15 10.43 12.24 13.59 17.33 計 47.7 39.3 29.3 52.45 74.2 7，529.8 2，613.3 10，386.05 

長
備

考
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第 1表 2 調 査結 果表

h竺±ご 種
1魚、 獲 主主主呈主 ( [(~) 

漁獲2!1 2 3 4 5 6 7 色 全漁獲量 平均漁獲量
1 2 3 4 ら 6 7 

緯度 ホシザメ 2.5 3.0 4.0 9司5 1.4 5.9 
漁

経度 イシナギ 0.4 04 0.8 0.1 0.5 

水深川 58 ~ 70 63~ 60 43~ 5 0 43~45 46 ~4 2 38 _.，__ 35 37~ 43 チ ダ イ 03 0.2 05 1.0 0.1 0.6 
場

底質 b S S S S S S マトウダイ 0.1 1.0 1.3 2.4 0.3 1.5 

日目
天候 b b b b b b カナガシフ 0.2 6.0 2.8 4.0 5.8 18.8 2.7 11.7 C 

F日
;五 気 風向 羽7 NもV れ7 NW  NW  NW  W アイナメ 0.2 04 1.4 1.0 0.4 3.4 0.5 2.1 

十 風力 2 2 l 2 2 4 4 ネズミコチ 1.0 1.5 3.0 8.0 45.0 6.2 64.7 9.2 40.4 

象 左~l皿日 19.8 17.0 16.5 17.0 17.5 16.0 17.3 ヒ フ メ 1.0 0.3 2.4 3.7 0.5 2.3 
年

十 気圧 1，020 1，020 1，019 1，019 1，020 1，020 1，020 ムシカーレイ 1.5 1.4 1.2 0.6 3.0 6.4 0.8 13.9 2.0 8.7 

月 表ド 17.6 17.6 17.4 17.6 17.0 17.2 17.2 マガレイ 0.4 0.1 0.1 0.1 0.6 1.3 0.2 08 

十 水
中 F' マコカ、、レイ 1.2 1.5 5.4 4.0 3.0 1.5 0.6 17.2 2.5 10.8 

ノ¥ 温

海 底戸 17.5 17.4 17.4 17.4 17.2 17.3 17.3 メイタガレイ 0.3 0.1 01 0.2 2.9 3.6 0.5 2.2 

十 表ド 33.729 33.613 33.433 33.487 33.504 33.4 3 1 33.4 64 ウマズラハギ 0.3 0.1 0.4 0.1 0.2 

七 塩
中戸 ヤリイカ 7.0 3町。 7.4 17.4 2.5 10.9 

日 分

底 t' 33.751 33.725 33.710 33.706 33.595 33.631 33.631 

透明度(m) 9 9 7 11 10 9 9 ウ 1.0 1.4 2.4 0.3 1.5 

況 7}< 色 3 4 4 4 4 4.5 4.5 

一一一一一一一一 一

潮流 向 NE N SE SE NW  W SE 

潮流速

曳網長 1司000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 

1ft 卜一一一一一 ヤ一一一 一一一←一一一トー一一

当 投網開始時 10.20 11.37 12.55 14.17 08.05 9.27 10.32 
一一一一一

者
漁、 投網終了時 10.30 11.4 7 13.05 14.27 08.15 9.3 7 10‘42 

ト 一一一ーート一一←一一

斉 網待時間 5 5 5 5 5 5 5 

曳綱方向 E NE S S N NE SE 

勝
i't. 曳網時間 10 13 15 11 17 10 13 7.3 4.7 15.3 16.9 23.5 62.3 30.5 160.5 

揚網開始時 10.45 12.05 13.25 14.4 3 08.37 09.52 11.00 
重

揚網終了時 11.12 12.33 13.50 15.10 09.05 10.12 11.30 

男
備

考
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B 底 質調査

I 調査目的

火力発電にかhわる温排水，港湾建設の際の濁水等が拡散すると予想される水域の事前の状況を把

握する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和 51年 10月16"'18日

2 調査海域および調査点

第 1図l乙示したように，予想排水I--lを中心に南北各 3Km，沖出し 2KmIL 5 1の調査点、を設定した。

3. 担当者 淡水養殖部長 長 峰 良 典

技 師原口健二

技 師山口伸二

4. 調査項目 水深，全硫化物，水分， COD，強熱減量，有機物，粒度組成

E 調査の結果と今 後 の 課 題

測定値は第 1"'5表に示した。

(1) 全硫化物

5 1調査点のうち 36点が不検出であった。検出された 15点の中でも最高は 0.009111'1/乾泥9

で極めて低い値であった。

(2) COD 

0.0 3 '" 2.9 2111'1/fif!E， g ，平均 0.92叫乾泥9で極めて低い値であった。

(3) 有機物，強熱減量

有機物は 0.16'"0.64 %，平均0.41%，強熱減量は 0.15 '" 2.84 % ，平均1.76%で何れも低い

値であった。

(4) 粒度組成

乙の海域の底質は中央粒径値が 0.14'"0.1 9開の細粒砂で，全般を見ても径 2..以上の礁は見当

らなかった。淘汰系数は1.3"'1.4で良好であった。すなわちとの海域の水の流れがほぼ一定の速

度を保ち，粒子の揃った砂が堆積している乙とをあらわしている。

以上のようにとの海域の底質は極めて清浄で汚染の徴候は全く見られなかった。

COD，強熱減量，有機物の水平分布はそれぞれ同じような傾向を示し，沖側が高かった。(第

1"'3図)また全硫化物，泥含有率は第 3"'4図l乙示したように浅い部分に高いと ζろが見られた。

乙れらの原因については今後調査を続けることによって明らかに出来るものと考えている。
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表

観測点 観測日時 外 観
水 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考(m) (%) (11I?HS/ヲ乾泥)(11I?02/9乾泥) (%) (%) 

N3 0.5 S 51.10.16 砂 10.0 19.86 ND 0.96 1.12 0.35 

1.0 砂 20.0 23.59 ND 0.22 1.70 0.32 

1.5 砂 30.0 23.19 ND 0.58 1.73 0.34 

N2.5 0.5 砂 15.0 21.40 ND 0.4 3 1.10 0.31 

1.0 砂 20.0 21.36 ND 022 1.63 036 

1.5 砂 23.0 27.73 ND 1.24 2.34 0.41 

2.0 砂 27.0 32.26 ND 1.67 2.84 0.52 

N2.0 0.5 砂 10.0 23.4 5 ND 0.14 1.86 0.46 

1.0 砂 20.0 23.09 ND 0.31 1.71 0.3 0 

1.5 砂 27.0 25.92 ND 0.73 2.04 0.43 

2.0 砂 32.0 2923 ND 1.23 2.16 0.45 

N1.5 0.5 砂 10.0 23.28 0.0002 0.78 1.65 0.44 

1.0 砂 19.0 23.56 ND 0.21 1.72 0.29 

1.5 砂 24.0 23.18 ND 0.54 1.66 0.30 

2.0 砂 30.0 27.77 ND 0.93 1.99 0.35 

N1.0 0.5 砂 9.0 20.43 0.0002 0.10 1.55 0.22 

1.0 砂 15.0 21.69 ND 0.03 1.22 0.37 

1.5 砂 18.0 24.84 ND 0.81 1.89 0.36 

2.0 砂 30.0 28.3 2 ND 0.78 2.24 0.4 4 

NO.5 0.5 S 51.1 0.1 7 砂 10.0 22.19 ND 0.59 1.42 0.35 

1.0 砂 20.0 23.31 ND 0.33 1.76 0.3 5 

本斤分質底第 1表 -1
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観測点 観測日時 外 観
水 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考
(m) (%) (11卵 8/9乾泥) (11UJ02/9乾泥) (%) (%) 

NO.5 1.5 S 51.10.17 砂 30.0 30.22 ND 1.81 2.62 0.46 

2.0 砂 35.0 24.30 ND 1.07 1.82 0.38 

NO 0.5 砂 11.0 22.21 0.0009 0.73 1.32 0.36 

1.0 砂 17.0 24.34 ND 0.89 1.77 0.60 

1.5 砂 26.0 30.78 ND 1.18 2.40 0.61 

2.0 砂 34.0 2924 ND 1.20 2.20 0.6 4 

SO.5 0.5 砂 10.0 23.74 0.0052 0.52 1.42 0.35 

1.0 砂 16.0 21.92 ND 0.46 1.54 0.38 

1.5 砂 25.0 2732 0.0005 1.41 235 0.46 

2.0 砂 30.0 27.81 ND 1.31 2.17 0.54 

S 1.0 0.5 砂 10.0 19.18 0.0008 0.74 1.23 0.33 

1.0 砂 17.0 21.13 ND 1.06 1.54 0.35 

1.5 砂 25.0 27.44 ND 1.47 2.36 0.58 

2.0 砂 30.0 23.27 ND 0.82 1.48 0.41 

S 1.5 0.5 砂 10.0 20.33 0.0004 0.98 1.09 0.30 

1.0 砂 18.0 24.14 ND 0.92 1.79 0.44 

1.5 砂 25.0 26.03 ND 2.00 2.02 0.53 

2.0 砂 30.0 22.55 ND 0.71 1.65 0.4 4 

S2.0 0.5 砂 10.0 18.91 0.0002 020 0.15 0.16 

1.0 砂 16.0 22.23 ND 0.5 5 1.75 0.4 5 

1.5 砂 24.0 30.4 2 ND 1.51 2.76 0.6 3 
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表

観測j点 観測日時 外 観
;J<. 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考( m) (%) (時間/タ乾泥) (~02/l姥悶 (%) (%) 

S2 2.0 砂 30.0 22.45 ND 0.90 1.96 0.43 

S 2. 5 0.5 S 51.1 0.18 砂、 8.0 21.81 0.0004 1.24 1.29 0.3 7 

1.0 砂 10.0 21.1 7 0.0027 1.37 1.16 0.3 8 

1.5 砂 22.0 25.64 0.0002 2.92 2.00 0.59 

2.0 砂 30.0 23.26 ND 1.23 1.60 0.54 

S3 0.5 砂 6.0 21.51 0.0 004 0.3 3 1.16 0.3 8 

1.0 砂 10.0 25.8 0 0.0098 1.56 1.98 0.60 

1.5 砂 22.0 27.05 0.0001 1.33 1.93 0.44 

2.0 砂 28.0 24.33 0.0005 1.93 1.93 0.42 

ー
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果

調査地点
極粗粒砂 粗粒砂 中 粒 砂 細粒砂 微粒砂 粗粒シルト 中粒シルト 中央粒径uil 備 2毛

2......1111111 1......0.5111111 0.5 -0.25棚 0.25日 0.125剛 0.125++0.063明 0.063-0.037111111 0.037 >棚 111111 (淘汰係数)

N3 -0.5 1.17 2.95 5.24 67.13 22.95 0.48 0.08 0.167 1.29 

N3 -1.0 005 0.31 3.37 84.23 11.67 03.0 0.07 0.172 1.22 

N3 -1.5 0.22 1.16 6.41 85.92 5.95 0.23 0.1 1 0.178 1.22 

N3 -2.0 (採泥不能)

N2 -0.5 1.02 4.59 18.18 64.04 10.88 1.21 0.08 0.189 1.30 

N2 -1.0 0.06 0.27 2.4 2 81.47 15.35 0.39 0.04 0.166 1.24 

N2 -1.5 0.23 0.76 4.25 86.1 1 8.27 0.27 0.11 0.176 1.22 

N2 -2.0 0.4 7 3.27 8.56 80.8 2 6.4 4 0.33 0.11 0.180 1.24 

N 1 -0.5 1.32 8.62 11.38 66.4 2 11.71 0.4 2 0.13 0.187 1.30 

N 1 -1.0 0.4 5 1.12 2.4 7 74.54 20.79 0.56 0.07 0163 1.27 

N 1 -1.5 0.1 5 0.62 2.67 80.52 15.4 3 0.4 8 0.13 0.1 67 1.24 

N1 -2.0 0.15 1.46 7.80 79.3 5 10.74 0.4 1 0.09 0.176 1.24 

N05-05 0.19 076 1.83 73.21 22.78 1.11 0.12 0.160 1.27 

NO.5 -1.0 0.14 0.52 3.60 85.1 2 10.04 0.45 0.1 3 0.174 1.23 

NO.5 -1.5 0.33 1.52 5.78 82.91 9.04 0.29 0.13 0.174 1.23 

NO.5 -2.0 1.00 2.95 5.91 84.8 0 4.96 030 0.08 0.180 1.22 

NO -0.5 0.16 0.85 2.10 66.94 28.17 1.67 0.1 1 0.154 1.37 

NO --1.0 0.0 7 0.3 5 1.82 80.4 3 16.51 0.70 0.12 0.167 1.23 

NO -1.5 0.77 4.33 12.11 7525 7.14 0.3 0 0.10 0.183 1.27 

NO -2.0 0.60 2.25 6.08 87.17 3.45 0.34 0.11 0.180 1.22 

S 0.5 -0.5 0.31 1.05 3.10 66.64 26.94 1.86 0.1 0 0.157 1.34 

結析分度粒第 2表 -1 
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果

調査地点
概粗粒砂、 約1粒砂、 中粒砂 細粒砂 微粒砂 粗粒シル卜 粘 土 中央粒径1直

備 主主
2-111111t 1-0.5棚 0.5-0.25111111 0.25-0.125棚 0.125-0.063111111 0.063-0.037111111 0.037 >醜 111祝

SO.5-1.0 0.09 0.1 7 2.08 76.79 20.3 5 0.4 0 0.12 0.164 1.25 

S 0.5 -1.5 0.4 6 2.4 9 9.79 76.40 10.35 0.39 0.12 0.1 7 8 1.26 

SO.5-2.0 0.21 1.48 4.12 82.34 11.50 0.27 0.08 0.173 1.23 

Sl -05 0.66 1.3 4 5.78 70.31 20.75 1.04 0.12 0.165 1.28 

S 1 -1.0 0.1 2 0.21 1.35 73.80 23.8 7 0.53 0.12 0.1 62 1.26 

S 1 -1.5 0.74 2.59 5.83 76.04 14.2 3 0.4 7 010 0.173 1.26 

S 1 -2.0 ο60 0.86 7.12 75.75 15.07 0.48 0.12 0.1 72 1.26 

S 1.5 -0.5 0.42 0.8 8 2.89 72.34 22.29 1.15 0.03 0.162 1.30 

Sl.5-1.0 0.05 0.24 1.85 74.45 22.82 0.54 0.05 0.160 1.26 

S 1.5 -1.5 0.3 2 1.14 3.64 77.67 16.62 0.57 0.04 0168 1.24 

S 1. 5 -2.0 0.23 0.91 1.97 81.84 14.52 051 0.02 0.168 1.24 

S 2 -0.5 0.51 4.66 12.40 66.65 14.90 0.75 0.13 0.191 1.38 

S 2 -1.0 008 0.94 22.76 54.98 20.63 0.4 9 0.12 0.180 1.37 

S 2 -1.5 0.35 1.50 6.32 74.12 16.8 7 0.78 0.06 0170 1.23 

S 2 -2.0 0.1 8 0.70 1.87 83.89 12.69 0.57 0.10 0.1 7 1 1.23 

53 -05 0.00 0.44 2.69 70.12 26.1 2 0.58 0.05 0159 1.29 

S 3 -1.0 1.3 1 1.10 2.30 57.14 36.1 0 1.97 0.08 0.145 1.42 

S3 -1.5 0.22 0.89 4.23 75.54 18.4 1 0.63 0.08 0.165 1.26 

S 3 -2.0 0.17 0.50 1.96 80.43 16.25 0.60 0.09 0.167 1.25 

結キ斤分度粒第 2表 -2

i

，h
p
H

∞'? 



討-3 tJ ~J.r 11-;主 〆f{.J' ，，~/.(} Ñ~o.r 。 S~ f)，S- s国/ 主由/.f $-.l S-2S s~3 

、と 0・工コラ/1.)3 

1 93 

0.78 )07 
1.20 '.31 

j 1 67 1-23斤 @ 

e 

@ 
1.00 

1-む
1.51 (フ Qつ

i 1)3 
1.∞ 

む8-1〆
1.41 '.47 

2.むG

l..r 0.58 ¥ 1.24/ U. Jj 0.54 
1. B 1 1-18 

@ 

@ 

1.56 

む.46 1.06 
Q.g{' 0~55 

f 0.22 0.22 0.31 0.21 0.03 む33 0.87 

0.33 

ふr O.宮も O.ゐ3 0.1ム 0.7事 0.10 0.5宮 0.73 0.52 。.74 0.98 ・0)0

。

hS-ocO 

第 1図 C 。 D 分 布 単位 1119.02/9・dry bace 

- 419 - 420-



N-3 N=25 

2.0_ ~ ¥ 
.2.oft 

曜島

1 .. 5_  le13 ¥ 2~34 

1.G-IP 

G5-j@12 

1.も3@ 

1.10 
@ 

N=2 トJ酔 15 トJ回 1 N-O's N由む 5曲 05 5-1 

/ 

:2 .16 /へら24/1.ケ弘20
2②17 

1@ 司 48

@ 

13宮/ 2 .. 62 240 2.35 2.3畠

唾語
唱書

@ @ 

2.0 

1う・/ 1  .• 66 

に一----羽~一一一一/
1@ 5ム

'.71 @ 

1 86 
8 

1._72 @ 

1 65 
@ 

第 2図強熱

l-J2 

1 55 
@ 

1.76 
唱喜

1.42 
@ 

177 
唱島

i 32 
@ 

減 量分 布単位%

- 421 - 422-

1.54 
唱量

1e42 

。

1 23 
@ 

5-15 ら担 2 5-2.5 

iJ5 1働96 
1 60 
⑧ 

/←「
2~02 
長事

r 09 
@ 

2⑤ .76 

1 75 
号誕

015 
毒事

2禽∞

1 16 @ 

1@29 

5-3 

1 93 @ 

193 
時島

~ 98 @ 

1@16 



N国 3 N-25 N司 2

2 0052A5  

-LL:/. 
1..5_Oiゐ

0，41 Oc43 @ @ 

1.0_0~32 036 0.29 
⑧ 

@ 

0，.5-0@"35 oe31 %46 

第 3図 有

N画1.5

0.35 @ 

0.30 
雪量

0.29 
望量

O.ムム
@ 

トJペ

0.44 
曜語

DJS 

0.37 @ 

0.22 
e 

( / 

機 物 分

N-O.5 N回 G

電車 @ 

050 

。~35 ¥ 

0.35 
@ 

061 
4善

060 
電量

0.36 
@ 

布 単位

423 - 424ー

ら国05 5四 1 5-1.5 5-2 

0弘(0@41 
。ムム 。ム3

毒事 @ 
@ @ 

/ (0、/JEPfBコ一一-、0u}e53 C50 

。ムも
o 63 

f 番

@ 

/ O¥!j3も

% 

0.35 
e 

# 

。

035 
骨量

033 
4事

九ムム

む30
@ 

0ん5@ 

016 
⑧ 

Y.zrPOC> 

5-25 
ら司3

( 005L. 

059 人。@ムム
@ 

-----、、置、

038 ¥ 0@60 @ 運量

0.37 
⑧ 

2K".， 

038 
e 

、旬、



N四 3 N由 25 N唖 2 N唖 15 N圃 1 N-O.5 N-0 5四 05 S~ 1 5-1.5 5四 2 ち-25 5-3 

2.0_ ~ @ @ 電量 電量
@ 

1 .5ー争 @ @ 曜島 @ ⑧ 

1.0......-@ @ 電量 毒事 望動 4量

O..5-~ 雪量 ンし~ヘ¥
00002 

¥ ! 

// 

第 4図 全硫化物分布 単 位

一425- 426 

@ 
@ 

要事

曜事
電島

@ 

0-ぼ⑧3・345 
愈~ー~

0-0005 

/イー ~rn=:-\ 

。∞10
/ 

B 

砂 oH2S/godry bace 

@ 

@ 

@ 

~f~ω 

電島
@ 

00∞5 
@ 



a台

N-3 N目 2.5 N-2 N-1.5 N-1 N-Q.5 N-O S帽 0.5 5-1 5-1.5 
5-2 5-2.5 

5-3 

2.0_ ; 
。'.，ムム

0.50 0.38 0.45 0.35 060 053 
067 

C 6e 

• • 

• • • • • • • • • • 

061 08~ 
。円‘

1 .5，一、34
0.38 

0.61 0.42 0.40 051 
0.57 • • • 

• • • • • • • • • 

1.0_ 0.37 
0.43 

0.'63 0.58 0.82 052 
0.65 0.59 0.61 

• • • • • • • • • • 
、、、、、、

0.5-156/ .106/ 
}.29 

1.16 
0.88 

C o3 

• • • 

• 
.--/. . • 

H ¥ 

/y-

c 

之1<.，..，

( I 

0S:0f.O 

第 5図泥 合 有 率 分 布 単位 % 

一427~ 428
 _ 


